
 
 
 
港地区には、防災を考えるうえで多種多様の問題が存在しております。 

（例：埋立地（地震に弱い）、海岸線（津波に弱い）、臨海コンビナートに近接、住民の高齢化） 
 これらの問題に対処して行く為に重要なことは、住民／企業／行政の相互理解とそれに基づく活動であります。
そのためには、日頃、この三者が防災に対する情報を共有し、活動することが重要であり、その一助としてこの
防災だよりを発行しております。 

『港 防災だより』について 

2018年（平成30年）3月1日 
発行人／四日市市港地区自主防災組織連絡協議会  会長 笠井 得生 
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 11月5日南海トラフ地震とそれに伴う津波避難（８０

分後津波襲来）の想定のもと避難訓練と情報伝達訓練、

災害対策訓本部立ち上げ訓練を行いました。この全訓

練は、*1｢防災対策マニュアル」に基づき行われました。 

この訓練には、地域住民（３２７名）港地区連携企業

（１２社４３名）四日市市沿岸コンビナート防災会議

（１２名）全３８２名の参加でした。 

その後に*2「簡易トイレの組立」を行い参加者全員がよ

く頑張って組立てました。*3「防災○×クイズ」 は全

員参加で挑戦してもらいました。このクイズは非常時

に生き残るための知識を問う物でしたが、皆さん、

どっちだったかな？と言う所の間違いが多かったと思

います。一瞬のことで安全が左右されますので、知識

は正確に身につけましょう！ 参加者全員、真剣に訓

練に参加してくださいまして感謝致します。 

 

港地区総合防災訓練 11月5日（日） 
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《防災委員》(敬称略・五十音順) 

家城 宏光 大久保 仁司 奥村 吉孝 笠井 得生 加藤 亘 小林 栄一 嶋田 武文 

島村 博 清水 泰次 堤 利臣 寺井 勝 豊田 成彦 橋本 幸生 長谷川 雄俊 

羽多野 隆 藤村 まさみ 町田 光夫 松田 裕文 三浦 恭久 三島 誠 森川 祥行 

山内 達生 山田 鑛明 吉田 耕太郎 吉田 泰宣 

《防災連携企業》(五十音順) 

石井燃商(株) 伊勢湾倉庫(株) (株)エネックス おのえ作業所 風薫会 

協同海運(株) 九鬼産業(株) 九鬼肥料工業(株) コスモ石油(株) 佐藤クリニック 

三エスゴム(株)  JSR(株)  昭和電工ガスプロダクツ(株) 住友電装(株) 

第一工業製薬(株) 大成建設(株)  大宗建設(株)  太平洋セメント(株) 高砂建設(株) 

中部海運(株) 中部電力(株)四日市火力発電所 中日本建設(株) 東ソー(株) 

東邦ガス(株) 東陽興業(株) 日本板硝子(株)  日本海事検定協会 日本カニゼン(株) 

日本貨物鉄道(株) 日本通運(株) 日本トランスシティ(株) 

(株)ニヤクコーポレーション 林興業(株) 三菱ケミカル(株) 四日市海運(株) 

四日市電機(株) 四日市港郵便局 

平成２９年１１月２８日に湖南市の「三雲学区まちづくり協議会」より３１名の方が、交流・研修の目的で私達の
港地区に来られ「港地区自主防災組織連絡協議会」からは笠井会長・藤村副会長・加藤減災アドバイザー・齋藤マ
ネージャーの４名で対応しました。 
研修会前半は、なやプラザにて笠井会長の挨拶で始まり「港地区自主防災活動」の歴史と取組み事例を映像と説明
を交えて紹介しました。その後は質疑応答に移り、三雲学区からは「住民の防災への取組み意識」「支え合いカー
ドの活用方法・管理」「各受賞内容は実際に活かされているか？」などの細かな質問をされました。終わりに「ま
ちづくり協議会」会長より、三雲学区は「まちづくり協議会ですでに防災活動をしているが今後の取組みに活用し
たい」「港地区の防災活動は大変勉強になる」と感想を頂きました。後半は、尾上町の防潮扉の開閉説明をして海
沿いを移動し高砂町の旧港で「潮吹き堤」と「潮吹き堤 模型」を作動して見学し最後に全員で「記念撮影」後、
バスでの見送りで終了となりました。 
【 尾上町から高砂町への移動の際に湖南市の方は海を間近で見て喜んでおられました！】 

 

■滋賀県湖南市 三雲学区まちづくり協議会との交流研修会 

 ２月12日 稲葉、北納屋、浜町グループ  救護訓練 
 ３月12日 中納屋、蔵町、相生グループ  未定 
 ２月25日 南納屋、西末広グループ    簡易トイレの組立 
 ３月11日 高砂、千歳合同グループ    タウンウォッチング 救護訓練 
 ２月19日 尾上グループ         避難訓練 

 
 
 

自治会・企業代表者会議         ５月11日（金） 午後１時３０分 本町プラザ 
港地区自主防災組織連絡協議会 総会   ６月10日（日） 午前９時３０分 本町プラザ 
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■平成２９年度グループ別防災訓練予定 

■平成３０年度の「自主防災組織協議会」総会予定 

平成３０年３月港地区内に導管を敷設している関連企業５社(コスモ石油、東ソー、三菱化学、中部電力、東邦ガ
ス）より３回に分け、１年間の導管の点検報告を受けました。この報告会は毎年開催されております。 

■パイプライン管理状況報告会 

なやプラザ 運動場に382名参加 

＊1「防災対策マニュアル」 
「私たちのまち（港地区）の防災」《その２》平
成26年度改訂版 

＊2「簡易トイレ」の組立 
「町別対抗仮設トイレ組立訓練」 
・各町3人ひと班、３班一組で５レース 
・各自治会一班ずつ全12班 

＊3「防災知識〇✖クイズ」 
・希望者全員参加 
・防災に関する知識を問う訓練 

簡易無線機の取り扱い訓練 
 
 
 
 なやプラザの非常階段を開放 
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